
 

『鳥の巣 50個の巣と、50種の鳥たち』 

  

シャーロン・ビールズ／著 

上田 恵介／監修  

石田 亜矢子／訳  

グラフィック社 

 

 

 

 

５０個もの鳥の巣が、美しい芸術作品のよ

うに撮影されている写真集です。形、素材、

色、どれも一つとして同じものはない鳥の巣

の数々に驚かされると同時に、その主である

鳥について知りたくなります。普段見かける

鳥たちが、どんな巣を作るのか想像したくな

る１冊です。          （Ａ．Ｋ） 

 

 

『オキノタユウの島で 

無人島滞在“アホウドリ”調査日誌』 
 

長谷川 博／著  

偕成社  

  

 

 

  

 

 

絶滅が危惧されていたオキノタユウ（アホ

ウドリ）の調査と救出のため、単身絶海の孤

島、鳥島へ乗り込む著者の記録です。海原を

飛翔するオキノタユウの写真は美しく、また

１ヶ月無人島生活の日々を綴った日誌は、 

読む者の冒険心をかきたてます。 

（Ｋ．Ｎ） 

 

『鳥脳力 

小さな頭に秘められた驚異の能力』 

 

渡辺 茂／著  

化学同人  

 

 

 

 

 

大空を羽ばたき地上の兎を捕らえる鷹、

遠隔地との情報伝達に使われる伝書鳩。 

本書はそんな鳥たちの「脳」を記憶、道具、

芸術、言語など、多くの実験結果から考察

しています。人間と同じような機能や鳥に

しかできないことなど、分かっていること

はまだわずか。動物の知的活動には脳の大

きさは関係ありません。   （Ｊ．Ｉ） 

 

『ペンギン鉄道なくしもの係』 

 

名取 佐和子／著  

幻冬舎 

 

 

  

 

 

大和
や ま と

北
きた

旅客鉄道波
なみ

浜
はま

線遺失物保管所、 

通称なくしもの係。ここにいるのは守
もり

保
やす

と

いう駅員とペンギン。骨壺の入ったバッグ、

手紙、履歴書など、訪れる人は物を取り戻

すと同時に大切な過去を思い出します。駅

にペンギンがいる理由とは……？  

         （Ａ．Ｗ） 

 

 

  

 

 

   

    

  

 

 

 

 

  

 

 

 

   

 

   

   

   

 

 

   

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

長岡市立中央図書館報 №155 

 

～「読みたい・識
し

りたい」そういう図書館がある～ 
201７★冬号 

＊このページで紹介した本は、中央図書館一般コーナー入口付近に展示しています。ぜひご利用ください！ 



【おはなし会】 

【中央図書館おはなしの部屋のタペストリー】 

のタペストリ】 

【古本市】 

 

 

 

 

長岡図書館友の会「なりふ」は、図書館がもっと便利で、たのしみがいっぱいの場所にな

るようにと願い、平成 15 年に発足しました。図書館活動を応援し、ともに企画し、実行し、

協力していく会です。現在、約 40名の方が登録されています。 

 

◆こんな活動をしています。◆ 

読み聞かせ 

子どもたちに絵本や紙芝居を読み聞かせる活動です。 

手遊びや工作なども取り入れ、子どもたちに絵本の楽しさを

紹介しています。 

 

布絵本の作成 

布を使ったさわって楽しい絵本や、タペストリーなどをつ

くります。 

 

書架整理 

図書館に返却された本を元の棚に戻したり、陳列が乱れた

棚を整理したりする活動です。 

棚がきれいになると、整理する人も利用する人も気持ちよく

利用できます。 

 

古本市 

平成 27年から始めた活動です。 

会員が持ち寄った本を、会場に並べて販売します。本が好き

な人どうし、会話が弾み楽しい時間を過ごせます。売上げの

一部は長岡市社会福祉協議会に寄付しました。 

おはなし工作会や布絵本の展示を同時に行い、親子連れの方 

にも好評でした。 

 

このほか、県内図書館への視察や講演会の開催、年１回の総会などを実施し、図書館が楽

しみいっぱいの場所になるように意見を出し合っています。 

興味のある方は、ぜひ一緒に活動しませんか？ 

お問い合わせは事務局（長岡市立中央図書館内）までどうぞ。 

年会費は、一般会員 500円、賛助会員ひと口 1,000円です。 



 

 

   

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山田到処（1816~96）は、文化 13 年、長岡藩医山田宗沢

の子として生まれ、名は錫、通称を政尚および愛之助とい

いました。 

江戸へ出て朱子学や蘭学を学び、帰郷後は藩校崇徳館の

教官となり、河井継之助や小林虎三郎らを教えます。 

北越戊辰戦争では、争いを避けようと恭順を唱えるもの

の願いは叶わず、厳しい結果が待ち受けることとなりまし

た。その後、栃尾に移住した到処は、明治４年から小学校

長を務め、退職後は家塾「到処塾」を開いて、門下生の教

育に情熱を注ぎます。 

７０歳の古稀
こ き

を迎えた到処が書いたのは、晩唐の詩人杜
と

牧
ぼく

の「山行」です。 

秋の暮れの夕日が差し込む山の中で、杜牧が目にしたの

は、冷たい霜に打たれて紅く色づいた木の葉。それは春に

咲く花よりも彩り鮮やかな風景でした。 

到処もまた、晩秋の栃尾の山の中で、杜牧と同じように

自然の美しさに心動かされたのでしょうか。 

    （小熊 よしみ） 

櫻井徳太郎は、板橋区に長年在住し「板橋

区史」の編さんを統括、文化財保護審議会会

長としても活躍しました。生前、板橋区へ蔵

書など約 3 万 8,000 点余の資料を寄贈し、平

成12年に櫻井徳太郎文庫（板橋区公文書館内）

が開設されました。板橋区では、平成 29年に

生誕 100 年を迎えることから、これを記念し

て、展示会などを企画していると聞いていま

す（長岡市も協力予定）。 

 地域の人物に関わる資料収集は、中央図書

館の課題の一つです。資料購入はもちろん、

展示コーナーの設置や各種催しなどによっ

て、市民にあまり知られていない郷土の先人

たちをきちんと紹介していきたいと考えてい

ます。          （金垣 孝二）                     

民俗学者・櫻井徳太郎の生誕 100 年に想う 館長通信 

中央図書館所蔵資料紹介 №１５１ 山田到処 書  

櫻井徳太郎（1917－2007）は、日本民俗学

会代表理事、日本風俗史学会会長などを歴任

し、柳田国男の最後の弟子としても知られる

民俗学者です。 

私の中の櫻井徳太郎の唯一の記憶は、三十

数年前の大学入学式での学長挨拶の姿です。

その後、市役所に入庁し、自治体史編さんを

担当、参考文献として、著作『民俗探訪』（全

４巻）を読み、初めて長岡市生まれ（川口地

域）と知りました。「慌ただしい歳の瀬が押

し迫り、師走の風が吹く頃になると、いつも

思い出すのは雪深い故里の正月である」「正

月行事に仲間入りするのが何よりの楽しみ

であった」という少年時代の思い出の記述か

らは、故郷への深い愛着が感じられます。 

 

 

☆１月１７日（火）から２９日（日）まで中央図書館エントランスで展示します。 
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1 月～３月 お知らせ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講 座  

「子どもと楽しむ季節のわらべ歌」【２回連続】 

〈第１回〉1/14（土）「春から夏のわらべ歌を中心に」 

〈第２回〉1/28（土）「秋から冬のわらべ歌を中心に」 

※大人向けの講座です。お子さまは参加できません。 

２回とも参加できる方のみ、お申込みください。 

◆講師：伊藤 美智子さん（野いちご文庫スタッフ） 

◆時間：10：00-12：00  

◆会場：２階 美術センター 

◆定員：50人（先着） 

◆対象：高校生以上 

◆申込：12/20（火）から窓口・電話で 

◆一時保育：対象６ヶ月以上（先着５人）締切：1/7（土） 

1/14（土）文化講座「戦国時代の牧野氏と井伊氏 

～ お ん な 城 主 直 虎 と そ の 時 代 ～ 」 

中央図書館所蔵資料を中心にお話しします。 

◆講師：田中 洋史（当館文書資料室長） 

◆時間：14：00-15：30 ◆会場：２階 講堂 

◆定員：180 人（先着）◆対象：高校生以上 

◆申込：1月 4日（水）9：30 から窓口・電話・ＨＰで  

2/8（水)・2/12（日）図書館資料に親しむ初心者向け講座 

「 く ず し 字 を 読 ん で み よ う  ～ 百 人 一 首 の 世 界 」 

中央図書館所蔵の貴重書をテキストに 

した初心者向けのくずし字講座です。 

(※２回とも同じ講座です。) 

◆講師：小熊 よしみ（当館嘱託員） 

◆時間：10：30-12：00 ◆会場：２階 講座室１ 

◆定員：各回 25人（先着）◆対象：高校生以上 

◆申込：1月 24 日（火）9：30から窓口・電話で 

3/26（日）「椎茸
しいたけ

人工栽培法の開発者 田中長嶺
な が ね

」 

1855年、長岡（三島郡上富岡村）に生まれ、貧困にあえ

ぐ農民救済のため、全国的に活動した田中長嶺の姿をよ

みがえらせます。 

◆講師：今井 雄介さん 

（長岡郷土史研究会顧問） 

◆時間：14：00-15：30  

◆会場：２階 講堂 

◆定員：180 人（先着） 

◆対象：高校生以上 

◆申込：3/14（火）9：30から窓口・電話・ＨＰで 

 

映 画 会  ＠講堂 上映 14：00～（3/12は下記のとおり）  

1/11(水)「おじいさんと草原の小学校」2010 年/イギリス（103 分） 

1/29(日)「飛べ！ダコタ」2013 年/日本（109 分） 

2/12(日)「悲しみのミルク」2008 年/ペルー（98 分） 

3/12(日)「惑星ソラリス」1972 年/旧ソ連（166 分）13：30～ 

3/28(火)「クリーン」2004 年/フランス・イギリス・カナダ（111 分） 

4/ 1(土)「ちづる」2011 年/日本（79 分） 

        

 

平成 29年 1月 1日 

長岡市立中央図書館 編集・発行 

〒940-0041新潟県長岡市学校町 1-2-2 

℡.0258-32-0658 mail：lib@city.nagaoka.niigata.jp  

 

 

 

 

１１月より長岡市立図書館のフェイスブ

ックを始めました。市内各図書館でのイベント開催告知や

報告、テーマコーナーの紹介など新鮮な情報をお伝えして

います。皆さまからの「いいね！」をお待ちしています♪ 

アドレスはこちら https://www.facebook.com/lib.nagaoka 

 

長岡市立図書館は平成 30年が開館 100周年！ 

特別図書整理に伴う長期休館と 

貸出点数変更について 

下記の長期休館に伴い、2/１（水）～2/１９（日）の間、

貸出し点数を 20 点まで（内、視聴覚資料は６点まで）  

拡大いたします。ぜひご利用ください。 

館 名 休館する期間 

中 央 2/20（月）～ 2/28（火） 

互尊文庫 

西・南・北 
2/14（火）～ 2/19（日） 

中之島・寺泊 

大河津・栃尾 
2/16（木）～ 2/20（月） 

 

 

いいね☚ 

申込不要 直接会場へ 

（発達障害啓発週間関連映画） 
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